
「広報のと」4 月号の印刷費は一部当たり 30 円です。

能の

と登
日
和

英イギ
リ
ス国
日
和

能登町を古里として
英国で活躍する抒情書家

「
ゆ
っ
く
り  

亀
さ
ん
」

私
が
イ
ギ
リ
ス
へ
飛
び
立
っ
て
か
ら
父
は
、

毎
朝
の
初
水
汲く

み
の
時
に
、
小
さ
な
「
亀
の
置
物
」
の
水

を
か
え
て
い
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
に
な
っ
て
い
る
座
敷
の
床
の
間
に
そ
の
亀
さ
ん

は
置
い
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
日
に
す
る
墨
の
た
め
、
３
６
５
日
山や
ま
し
み
ず

清
水
を
汲
み
に

行
く
父
。

「
抒
情
書
家
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
変
わ
ら
な

い
日
課
で
す
。

放
っ
て
お
く
と
ど
ん
ど
ん
急
い
で
走
っ
て
し
ま
う
私
の
性

格
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、

「
亀
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
歩
き
な
さ
い
」
と
言
う
、

異
国
で
暮
ら
す
娘
へ
の
親
の
願
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

お
か
げ
で
最
近
は
「
の
ん
び
り
屋
さ
ん
」
と
印
象
を
与
え

る
く
ら
い
成
長
（
？
）
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
父
と
母
が
イ
ギ
リ
ス
へ
来
た
時
、
ワ
イ
ト
島
の
海

岸
で
拾
っ
た
石
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
石
と
一
緒
に
亀
さ
ん

の
水
を
か
え
な
が
ら
、
父
は
私
に
無
言
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
っ
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
が
よ
う
や
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
能

登
で
過
ご
す
1
年
が
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

五
色
ヶ
浜
か
ら
竜
宮
城
へ
は
行
け
る
で
し
ょ
う
か
。

室谷文音（むろや・あやね）

昭和 55 年大阪府生まれ。平成
18 年に両親と共に京都府美山
町から移住する。21 年 5 月か
ら能登町ふるさと大使。
4 月 14 日から 5 月 15 日まで、
2 年目となる『遠島山公園「ハー
モニーセンター」物語』の春展
を開催。 『花』

室谷文音がつづる
フォトエッセイ。

Photo ／旧三波小学校の桜と三波簡易郵便局（2009 年 4 月 13 日撮影）
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成
17
年
3
月
1
日
に
能
都
町
、

柳
田
村
、
内
浦
町
の
2
町
1
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
た
能
登

町
。
そ
の
5
周
年
を
祝
う
「
町
制
5
周
年
記

念
式
典
」
は
、
3
月
1
日
に
能
都
庁
舎
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
た
関
係
者
や
被
表
彰
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
集
ま
り
、
5
周
年
と
い
う
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
持
木
町
長
が
「
能
登
町
誕
生

を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
和

の
精
神
が
あ
れ
ば
こ
そ
」
と
合
併
当
初
を
振

り
返
り
、「
自
然
を
享
受
し
、
人
を
育
て
、

暮
ら
し
を
守
り
、『
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら

し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
』
の
実
現
の
た

め
に
、
さ
ら
に
一
歩
前
へ
歩
み
を
進
め
ま

す
」
と
能
登
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
町
顕
彰
条
例
表
彰
、
特
別
功
労

者
感
謝
状
、
自
治
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
72
人
が
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

5
年
間
の
歩
み
を
礎
に

さ
ら
に「
一
歩
前
」へ
―

自
治
功
労
者
表
彰

（
敬
称
略
）

【
議
会
議
員
】

上
野
耕
平　
　

岩
坂
喜
通

故
青
木
豊
治　

炭
谷
昭
平　
　

山
本　

研　
　

竹
中
初
男　
　

棚
田
昭
男　
　

室
谷
賢
一　
　

小
路
礼
一
郎　

故
田
髙
宗
男

田
上
賢
一　
　

山
岸
昭
夫

小
藏
久
一　
　

桶
谷
政
雄

谷
上
幸
男　
　

穴
釜
光
雄

岩
住
福
二　
　

鳥
井　

修

石
田
博
之　
　

小
路
政
敏

市
濱　

等

【
行
政
】

山
元
淳
二
（
元
副
町
長
）

新
谷
久
守
（
元
収
入
役
）

【
教
育
】

松
本　

博　
　

石
井
勲
雄

【
農
業
委
員
】

渕
崎
昭
平　
　

小
坂
孝
志

表　

久
榮　
　

的
場
継
夫

田
端
雄
市　
　

中
田
太
吉

福
塚
政
夫　
　

吉
田
力
雄

東　

久
壹　
　
故
藏
前
好
雄

故
藤
原
良
平　

堺　

善
雄

山
岸
昇
平　
　

武
藤
德
一

天
野　

登　
　

銖
藤
正
雄

水
野　

勉　
　

中
谷
幸
夫

西
藤
義
弘　
　

小
正　

勲

脇　

俊
雄　
　

東　

明
忠

中
橋
宇
機
雄　
故
大
坪
照
子

谷
内
政
隆　
　

干
場
吉
郎

表　

昭
二　
　

中
瀬
晴
夫

【
選
挙
管
理
委
員
】

坂
井
次
雄　
　

谷
口
正
成

小
谷
拓
男　
　

岩
城
康
德

故
新
﨑
秀
雄

【
監
査
委
員
】

彌
録
文
彦

【
町
会
区
長
会
連
合
会
】

故
眞
岸　

博　

梶
原
征
一
郎

【
消
防
】

山
本　

勉

能
登
町
消
防
団
三
波
分
団

【
文
化
】

山
中
武
雄

【
農
業
】

中
谷
喜
久

【
ス
ポ
ー
ツ
】

坂
下
昭
徳

能登町顕彰条例に基づく表彰者

特別功労者感謝状贈呈者
伊藤たみ子さん

（神奈川県藤沢市）

佐久間エリ子さん
（神奈川県藤沢市）＝写真右
　伊藤さんと佐久間さんは、能登町名
誉町民、故羽根万象氏（本名・為雄）
のご息女。2009 年 11 月に 42 点の羽
根万象作品を町に寄贈。

加藤和何子さん
（北海道札幌市）

　能登町恋路出身の彫刻家、故

坂坦道氏（本名・青嵐）のご息女。
2009 年 5 月、197 点 の 坂 坦 道
作品を町に寄贈。

中　三郎さん
（72 歳・越坂）

　1971 年から『天狗舞』車多酒造（白
山市）の杜氏。山廃仕込み純米酒の製
法を確立し、全国新酒鑑評会で通算 18
回の金賞。05 年に「現代の名工」を受
賞。能登杜氏四天王の一人。

故  波瀬正吉さん
（享年 77 歳・白丸）

　1968 年から『開運』土井酒造（静
岡県）の杜氏。全国新酒鑑評会で通算
16 回の金賞受賞。能登杜氏四天王と称
され能登杜氏の名を全国に高めた。写
真は妻の豊子さん。

濵田　實さん
（73 歳・松波）

　1977 年 5 月に内浦町商工会役員、
01 年から同会長、06 年から能登町商
工会の初代会長。78 年に町議会議員に
初当選。7 期 27 年余り務め、地方自治
の発展に大きく貢献した。

【上段右から】持木一茂町長、山﨑元
英議長、北村茂男衆院議員、一川保夫
参院議員【中段右から】嶋栄一奥能登
総合事務所長（谷本正憲県知事代理）、
岡田直樹参院議員、櫻井廣明県議、宮
下正博県議【下段右・写真下】万歳三
唱の発声は、興能信用金庫理事長・安
宅紀久郎氏

平
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去
る
３
月
１
日
に
挙
行
し

ま
し
た
町
制
５
周
年
記

念
式
典
は
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
５
周
年
を
祝
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

合
併
当
初
の
危
機
的
だ
っ
た
財
政

状
況
は
、
町
民
や
議
会
の
皆
さ
ま
の

深
甚
な
る
ご
理
解
の
下
で
行
っ
た
集

中
行
財
政
改
革
期
間
を
経
て
、
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
予
測
さ
れ
る
生
産

年
齢
人
口
の
減
少
は
、
さ
ら
な
る
歳

入
の
落
ち
込
み
を
招
き
、
急
激
な
少

子
化
や
高
齢
化
、
景
気
雇
用
情
勢
の

悪
化
が
社
会
保
障
関
係
経
費
を
増
大

さ
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き

財
政
状
況
の
厳
し
さ
が
憂
慮
さ
れ
、

予
断
を
許
さ
な
い
行
財
政
運
営
を
強

い
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
の
権
限
や
創
意
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
地
方
分
権
改
革
に
お
い
て

は
、
そ
の
役
割
に
見
合
う
責
任
と
財

源
を
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
と
も
行
財
政
運
営
の
さ

ら
な
る
合
理
化
を
進
め
、
地
域
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
つ
つ
細
心
の
注
意
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
「
合
理

化
」
を
経
験
し
た
能
登
町
が
、
さ
ら

な
る
一
体
感
を
増
す
と
と
も
に
、
熟

成
し
真
価
を
発
揮
す
る
た
め
に
も
、

今
一
度
、町
の
魅
力
を
見
つ
め
直
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら「
能
登
町
総
合
計
画
」や「
能

登
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
沿
っ
た

ふ
る
さ
と
振
興
に
努
め
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

国
と
地
方
の
財
政
状
況

　

新
政
権
誕
生
後
、
予
算
編
成
過
程

の
刷
新
や
事
業
仕
分
け
な
ど
を
経

て
、
国
の
平
成
22
年
度
予
算
案
が
編

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
権
公
約
の
実
現
を
目
指
し
て
、

家
計
支
援
と
そ
れ
に
よ
る
消
費
の
拡

大
を
全
面
に
押
し
出
し
て
い
る
予
算

で
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
身
は
、「
子
ど
も
手
当
」

な
ど
の
新
規
政
策
の
導
入
に
伴
い
、

前
年
度
対
比
３
兆
７
５
１
２
億
円
増

の
92
兆
２
９
９
２
億
円
と
、
過
去
最

大
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
税
収
を
８

兆
７
千
億
円
余
り
の
マ
イ
ナ
ス
と
見

込
む
中
、
公
債
費
依
存
度
が
10
％
以

上
の
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
過
去
最

大
の
新
規
国
債
発
行
に
頼
る
大
変
厳

し
い
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
財
政
計
画
で
は
、
大
幅
な
税

収
の
減
が
見
込
ま
れ
る
中
、
地
方
交

付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
加
え
た

実
質
的
な
交
付
税
の
総
額
は
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
国

の
政
策
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
や

障
害
者
福
祉
な
ど
の
社
会
保
障
制

度
、
地
域
主
権
の
確
立
に
向
け
た
財

源
確
保
の
問
題
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
不

透
明
な
部
分
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針

　

県
下
最
悪
だ
っ
た
本
町
の
財
政
指

標
は
、少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

改
善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
も
公
債
費
は
高
い

水
準
で
推
移
す
る
こ
と
や
、
病
院
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
補
助
金
の
追

加
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

依
存
財
源
の
割
合
が
大
き
く
、
国

の
施
策
に
影
響
を
受
け
や
す
い
本
町

と
し
て
は
、
当
初
、
暫
定
税
率
の
廃

止
や
事
業
仕
分
け
の
反
映
な
ど
、
政

権
交
代
に
よ
る
地
方
財
政
に
与
え
る

影
響
が
不
透
明
な
部
分
も
あ
り
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
は
実
質
的
な
交
付

税
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、

費
用
対
効
果
な
ど
な
お
一
層
の
経
営

感
覚
を
発
揮
し
、
可
能
な
限
り
経
常

経
費
の
削
減
を
図
り
な
が
ら
施
策
の

厳
選
・
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
民
生
活
へ
の
関
連
性
が
高
く
緊

急
性
の
あ
る
事
業
を
優
先
し
つ
つ
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う

心
掛
け
、
新
た
な
行
政
需
要
に
対
し

て
重
点
的
に
配
分
す
る
予
算
編
成
と

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
22
年
度
当
初
予
算
の
規
模

は
、
一
般
会
計
で
前
年
度
当
初
予
算

対
比
３
・
４
％
増
の
１
３
３
億
３
１

０
０
万
円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
な
ど
11
特
別
会
計
予
算
の
総
額

は
、
１
・
３
％
減
の
71
億
１
２
０
１

万
円
、
水
道
お
よ
び
病
院
の
２
企
業

会
計
予
算
の
総
額
は
、
２
・
７
％
減

の
31
億
２
９
４
１
万
６
千
円
と
な

り
、
全
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額

は
、
１
・
１
％
増
の
２
３
５
億
７
２

４
２
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る

快
適
な
ま
ち
づ
く
り 

　

町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
し
て
、「
地
域
安
全
推

進
事
業
」
で
は
交
通
推
進
隊
員
や
防

犯
委
員
に
対
し
制
服
の
統
一
を
図
る

た
め
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
交
通
対
策
事
業
」
で
は
、

地
域
住
民
の
足
を
守
る
観
点
か
ら
路

線
バ
ス
運
営
費
の
補
助
金
や
能
登
有

料
道
路
通
行
料
金
軽
減
対
策
補
助
金

を
確
保
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
地

域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
地
域
交
通
体
系
を
検
討
す

る
た
め
「
病
院
発
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
」、
町
営
バ
ス
「
内
浦
―
柳
田

線
」
の
実
証
運
行
経
費
な
ど
を
計
上

し
、
今
後
の
よ
り
良
い
効
率
的
な
交

通
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

道
路
橋
り
ょ
う
関
係
で
は
適
正
な

維
持
管
理
に
配
慮
し
、
新
た
に
住
民

生
活
に
密
着
し
た
９
路
線
の
改
良
費

を
計
上
し
た
ほ
か
、
３
路
線
の
整
備

を
継
続
し
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き

街
路
整
備
と
し
て
「
新
町
通
り
線
整

備
事
業
」
を
行
い
、
梶
川
橋
の
改
良

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

施
策
の
厳
選
を
行
い
、
新
た
な
行
政
需
要
に

対
し
て
重
点
的
に
予
算
を
配
分
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新
た
に
旧
の
と
鉄
道
宇
出
津
駅
の

跡
地
を
利
用
し
、
駅
前
広
場
を
中
心

と
し
た
街
並
み
の
整
備
を
図
る
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

を
計
上
し
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
整
備
事
業
で
は
、
老
朽

化
し
空
き
室
と
な
っ
て
い
る
町
営
住

宅
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
九
十

九
団
地
12
戸
の
完
全
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
を
新
た
に
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
対
策
で
は
、
凍
結
防
止
剤
散

布
車
の
購
入
、
除
雪
業
務
委
託
で
は

近
年
の
大
雪
を
考
慮
し
、
固
定
費
に

稼
働
費
を
含
め
た
所
要
経
費
を
増
額

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
設
備
で
は
能
登
消
防
署
と
鵜

川
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

　

松
波
市
街
地
の
豪
雨
時
の
浸
水
を

防
止
す
る
た
め
、
浸
水
対
策
管
路
整

備
費
を
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

に
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
災
害
か
ら
住
民
の
安

全
を
図
る
た
め
、
新
規
事
業
と
し
て

避
難
勧
告
判
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
の
恵
み
を
糧
と
す
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

　

昨
年
来
、
雇
用
情
勢
が
不
安
定
で

あ
り
、
非
正
規
労
働
者
や
中
高
年
齢

者
な
ど
に
対
す
る
雇
用
・
就
業
機
会

が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
町
の

臨
時
職
員
の
雇
用
を
は
じ
め
、
民
間

企
業
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
委
託
し
て
、
一
時
的
な
雇
用
機

会
の
創
出
を
図
る
「
緊
急
雇
用
創
出

事
業
」
を
増
額
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
地

域
求
職
者
な
ど
を
雇
い
入
れ
、
雇
用

機
会
を
創
出
す
る
企
業
に
対
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
「
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
」
に
つ

い
て
も
、
継
続
し
て
予
算
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
過

疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
第
一
次
産
業

の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

主
要
先
進
国
で
最
低
水
準
に
あ
る

我
が
国
の
食
糧
自
給
率
を
背
景
に
、

政
府
与
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

農
業
や
水
産
業
な
ど
の
第
一
次
産
業

が
生
産･

加
工･

流
通
ま
で
を
一
体

的
に
担
う
６
次
産
業
化
を
目
指
し
活

性
化
を
図
る
こ
と
や
、
主
要
穀
物
な

ど
で
は
完
全
自
給
を
目
指
す
と
い
っ

た
政
策
と
な
っ
て
お
り
、
農
業
や
漁

業
に
つ
い
て
の
所
得
補
償
制
度
の
導

入
な
ど
、
新
た
な
農
業
や
漁
業
の
あ

り
方
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
改
革
が

進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
本
町
の
財
産
で
あ
る

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
守
り
つ
つ
、

町
の
根
幹
で
あ
る
第
一
次
産
業
を
は

じ
め
と
す
る
各
産
業
が
バ
ラ
ン
ス
良

く
調
和
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
業
基
盤
整
備
で
は
、
経
営
の
安

定
化
を
進
め
る
た
め
「
農
道
整
備
事

業
」
を
は
じ
め
、「
農
村
振
興
総
合

整
備
事
業
」
や
「
県
営
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
」、「
県
営
畑
地
帯
総

合
整
備
事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し

て
、
区
画
整
理
、
集
落
道
、
防
火
水

槽
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
整
備
を

行
う
ほ
か
、
受
粉
蜂
の
養
殖
事
業
化

に
向
け
て
の
ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
試

験
飼
育
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
漁
船
の
機
関
換
装

に
対
す
る
融
資
資
金
の
利
子
補
給
に

つ
い
て
増
額
計
上
し
ま
し
た
。

　

商
工
観
光
事
業
で
は
、
地
元
商
店

街
の
活
性
化
を
願
い
、
商
品
券
の
上

乗
せ
分
に
対
し
助
成
す
る
「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
事
業
」
に
つ
い
て
も
事

業
量
を
拡
大
し
増
額
助
成
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、　

引
き

続
き
地
域
住
民
が
協
働
で
行
う
「
灯

り
回
廊
事
業
」
へ
の
助
成
を
行
う
ほ

か
、
新
た
に
交
流
人
口
を
拡
大
す
る

た
め
、
四
季
を
通
し
て
能
登
町
の
体

験
や
味
わ
い
な
ど
を
五
感
で
感
じ
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
「
地
域
づ
く
り
総

合
支
援
事
業
」
に
対
す
る
補
助
金
を

計
上
し
ま
し
た
。

健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り 

　

本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
23

回
全
国
健
康
福
祉
祭
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
石
川
」
に
関
連
す
る
所
要
経
費
を

新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
高
齢
者
を
中
心
と
す

る
国
民
の
健
康
の
増
進
、社
会
参
加
、

生
き
が
い
の
高
揚
を
図
り
、
ふ
れ
あ

い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
競
技
会

場
で
あ
り
、
選
手
や
競
技
役
員
、
補

助
員
な
ど
を
合
わ
せ
約
１
２
０
０
人

が
来
町
す
る
予
定
で
す
。

　
「
障
害
者
福
祉
事
業
」
で
は
、
藤

波
運
動
公
園
体
育
施
設
バ
リ
ア
フ

リ
ー
緊
急
整
備
事
業
に
よ
り
、
ト
イ

レ
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
緊
急
通

報
体
制
の
整
備
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

家
の
中
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し

た
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
自
動
受
信
す
る
も
の

で
、災
害
弱
者
に
対
す
る
安
否
確
認
、

利
用
者
の
日
ご
ろ
の
不
安
な
気
持
ち

を
和
ら
げ
る
た
め
の
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
の
た
め
、「
乳
幼
児

医
療
対
策
事
業
」
を
「
子
ど
も
医
療

費
給
付
事
業
」
に
改
め
ま
し
た
。
従

来
、
小
学
校
就
学
前
の
入
通
院
と
小

学
生
ま
で
の
入
院
を
対
象
に
医
療
費

給
付
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
10

月
1
日
か
ら
、
入
院
・
通
院
共
に
中

学
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
中
学
生
ま
で
一
人
当
た
り

月
額
１
万
３
千
円
を
給
付
す
る
も
の

で
、
本
町
の
対
象
者
と
し
て
１
６
５

５
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
母
子
保
健
推
進
事
業
」
で
は
、

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
を
５
回
か
ら

14
回
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
体
外
受
精

や
顕
微
授
精
な
ど
特
定
不
妊
治
療
に

対
し
て
も
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

　
「
が
ん
検
診
事
業
」
で
は
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
死
亡
率
の

抑
制
を
図
る
た
め
、
新
た
に
女
性
特

有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
の
強
化
を

図
る
ほ
か
、
夜
間
検
診
な
ど
受
診
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
て
受

診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
「
病
院
費
」
で
は
、
宇
出
津
総
合

病
院
が
医
師
不
足
や
入
院
患
者
数
の

減
に
よ
り
、
資
金
不
足
が
発
生
し
て

い
る
状
態
で
す
。

　

地
域
に
お
け
る
医
療
機
能
を
確
保

す
る
た
め
、「
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
た
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
器
の

更
新
や
老
朽
化
し
た
医
師
住
宅
の
改

修
費
も
計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
民
の
健
康
管
理
の

た
め
の
事
業
や
各
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り 

　

障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
に
対
す
る

学
校
生
活
上
の
介
助
や
学
習
活
動
上

の
支
援
な
ど
を
行
う
特
別
支
援
員
を

増
員
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

育
英
事
業
に
つ
い
て
は
、
貸
付
金
対

10
月
か
ら
医
療
費
給
付
を
中
学
生
ま
で
拡
大

す
る「
こ
ど
も
医
療
費
給
付
事
業
」を
実
施
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象
人
数
を
増
や
す
ほ
か
、
新
学
習
指

導
要
領
に
対
応
す
る
た
め
、
外
国
語

活
動
実
践
研
究
事
業
や
剣
道
具
な
ど

の
整
備
を
追
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
外
国
語
指
導
助
手
招

致
事
業
、
中
学
生
交
流
事
業
お
よ
び

各
種
大
会
へ
の
助
成
も
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め

「
学
校
建
設
費
」
に
お
い
て
、
能
都

中
学
校
改
築
事
業
の
調
査
費
や
設
計

費
を
予
算
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
能
登
高
校
」
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
新
た
に
通
学
の
利
便

性
を
図
る
た
め
通
学
バ
ス
運
行
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
文
化
振
興
費
」
は
、
台
風
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
「
常
椿
寺
の
夫
婦

フ
ジ
」
の
修
理
指
導
を
受
け
る
た
め

の
所
要
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
補
助
事
業
」
で

は
、
新
た
に
北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、助
成
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
り

活
か
す
ま
ち
づ
く
り

　

新
規
事
業
で
、
旧
能
登
三
郷
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
解
体
と
倉
庫
施
設
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
墓
地
公
園
管
理
費
」
で
は
、
墓

地
公
園
の
拡
張
工
事
に
伴
う
調
査
設

計
費
を
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
費
」
で
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
基
に
、

今
回
新
た
に
事
業
者
を
含
め
た
具
体

的
な
利
活
用
計
画
を
策
定
す
る
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
設
置
助
成
も
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

　
「
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
」

で
は
、
施
業
の
実
施
が
困
難
な
森
林

の
境
界
確
認
や
人
工
林
の
被
害
調
査

費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
松
く
い
虫
対
策
防
除
事

業
」
の
ほ
か
、「
中
山
間
地
域
直
接

支
払
い
交
付
事
業
」、「
農
地
・
水
・

環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
な
ど
も

農
林
水
産
業
費
に
計
上
し
、
引
き
続

き
事
業
を
進
め
ま
す
。

住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

ま
ち
づ
く
り

　
「
地
域
振
興
費
」
と
し
て
、
都
会

か
ら
若
者
や
大
学
生
、
研
究
者
を
能

登
に
呼
び
寄
せ
、
調
査
研
究
活
動
や

里
山
里
海
保
全
活
動
を
通
じ
交
流
を

進
め
る
「
里
山
里
海
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
」
や
「
自
然
体
験
指
導
者
講
習

会
」
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
地
域

再
生
事
業
」、「
先
駆
的
里
山
保
全
支

援
事
業
」、「
奥
能
登
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
や
小
学
生
を
対

象
と
し
た「
自
然
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
高
度
通
信
網
の
整
備

と
し
て
、
有
線
テ
レ
ビ
の
能
都
地
区

再
整
備
詳
細
設
計
費
を
計
上
し
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
務
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
統
一
化
を
図
る
た
め
業

務
の
一
部
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

　

観
光
施
設
で
は
、
循
環
型
社
会
へ

の
推
進
を
図
る
た
め
「
う
し
つ
荘
」

「
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」に
木
質
ペ
レ
ッ

ト
ボ
イ
ラ
ー
設
備
を
整
備
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
能
登
町
発
展
の
た
め
未
来
の
町

づ
く
り
を
見
据
え
た
取
り
組
み
に
ま

い
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

町
民
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
く

具
体
的
な
利
活
用
計
画
を
策
定

23,572,426,000
平成22年度予算合計

成立した平成 22 年度予算は、子育て支援や教育
環境・住環境の整備に力を入れた積極型予算。
一般会計 133 億 3100 万円（前年度比 4 億 3600
万円増）、予算総額は 235 億 7242 万 6 千円とな
りました。



歳入では、町税が前年度より 6474 万 3
千円減の 17 億 2045 万円を見込ん

でいます。町民税の納税義務者数減少やたばこ
税の税率引き上げに伴うたばこ消費量減少など
を見込み、減額となりました。
　歳入全体の約６割を占める地方交付税につい
ては、普通交付税が１億 8200 万円の減額、特
別交付税が１億 7000 万円の増額で、総額 75
億 800 万円を見込んでいます。
　国庫支出金については、新たに子ども手当給
付事業で１億 6995 万１千円、社会資本整備総
合交付金で３億 7413 万７千円、女性特有のが
ん検診推進事業 140 万２千円など、２億 7533
万３千円増額し、総額 8 億 3147 万円を見込
んでいます。
　町債は、清掃施設整備事業や臨時財政対策債
などの増額により４億 1340 万円増額で、総額
15 億 410 万円となりましたが、事業の選択と
公債費負担適正化計画により発行額の抑制に極
力努めています。

歳出を性質別でみると、義務的経費が
総額 66 億 9617 万 9 千円で歳出全

体の 50.2％を占めています。人件費について
は、給料が減額となりましたが、職員の退職な
ど行政改革の推進により退職手当負担金が増額
となり、前年度より 1 億 394 万 6 千円増の 24
億 3587 万８千円となりました。扶助費は、子
ども手当給付事業の創設や子ども医療費給付事
業などで、前年度より１億 6512 万７千円増額
し 9 億 4539 万円。公債費は、繰上償還金約
２億 2953 万６千円を見込んでいますが、前年
度より 1 億 2556 万６千円減の 33 億 1491 万
１千円です。
　普通建設事業費は、本年度の主な事業として
清掃施設整備事業、まちづくり交付金（旧宇出
津駅周辺整備）、公営住宅整備事業（九十九団
地改修事業）などがあり、前年度 2634 万３千
円減の 14 億 8629 万６千円となりました。
　消費的経費は、前年度より３億 1929 万８千
円増の総額 51 億 1512 万円です。補助費等は、
能登消防署ポンプ車更新、公立宇出津総合病院
への補助金などで、前年度より２億 9176 万円
増の総額 23 億 7111 万 8 千円です。物件費は、
生活交通対策として実証運行の実施、緊急雇用
創出事業などで、前年度より 6548 万 6 千円
増の 11 億 9436 万３千円となりました。

用
語
解
説

【
歳
入
】

自
主
財
源
：
町
税
、分
担
金
及
び
負
担
金
、

使
用
料
、手
数
料
、財
産
収
入
、繰
入
金
、諸

収
入
な
ど
自
主
的
に
収
入
す
る
財
源

依
存
財
源
：
地
方
交
付
税
、国
庫
支
出
金
、

県
支
出
金
、地
方
譲
与
税
、地
方
債
な
ど
、

国
や
県
の
基
準
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
た

り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
。町
独

自
に
収
入
額
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

町
税
：
町
民
税
、固
定
資
産
税
な
ど
皆
さ

ん
が
納
め
た
税
金

分
担
金
・
負
担
金･･

保
育
料
や
受
益
者
負

担
金
な
ど

使
用
料
及
び
手
数
料･･

施
設
使
用
料
な
ど

繰
入
金
：
町
の
基
金
か
ら
の
繰
入
金 

地
方
交
付
税
：
地
域
間
の
税
源
の
不
均
衡

を
調
整
し
、す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が

一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、国
が
一
般
財
源

と
し
て
配
分
す
る
税

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
：
各
種
事
業
に

対
す
る
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど

地
方
譲
与
税･･

町
道
の
面
積
な
ど
に
応
じ

て
国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
税

町
債
：
資
金
調
達
な
ど
の
長
期
借
入
金

【
歳
出
】

人
件
費
：
議
員
報
酬
、各
種
委
員
報
酬
、特

別
職
給
与
、職
員
給
与
、地
方
公
務
員
共
済

組
合
負
担
金
な
ど

扶
助
費
：
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、老
人
福

祉
法
な
ど
に
基
づ
い
て
、生
活
を
維
持
す

る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
経
費
や
各
種
扶
助

の
経
費

公
債
費
：
町
債
の
元
利
償
還
金
お
よ
び
一
時

借
入
金
利
子
の
合
算
額

普
通
建
設
事
業
費
：
道
路
、学
校
な
ど
公
共

用
ま
た
は
公
用
施
設
の
建
設
事
業
に
要
す
る

経
費

物
件
費
：
臨
時
職
員
の
賃
金
、需
用
費（
消
耗

品
等
）、役
務
費（
郵
便
料
、火
災
保
険
等
の
保

険
料
等
）、備
品
購
入
費
な
ど

補
助
費
等
：
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、奥
能

登
ク
リ
ー
ン
組
合
や
宇
出
津
病
院
へ
の
負
担

金
な
ど

繰
出
金
：
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
支
出

さ
れ
る
経
費

総
務
費･･

全
般
的
な
管
理
事
務
、企
画
調
整

事
務
、財
政
事
務
な
ど
に
要
す
る
経
費

民
生
費･･

社
会
福
祉
、身
体
障
害
者
、高
齢

者
、児
童
福
祉
な
ど
に
要
す
る
経
費

衛
生
費･･

感
染
症
や
結
核
予
防
費
、清
掃
費

な
ど

土
木
費･･

道
路
橋
り
ょ
う
費
、河
川
費
、都
市

計
画
費
、住
宅
費
な
ど

【
財
政
指
数
】

基
金･･

特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を
積
み

立
て
た
り
、定
額
資
金
を
運
用
す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産

経
常
収
支
比
率･･

財
政
の
弾
力
性
を
見
る
指

標
。数
値
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金

が
多
い

起
債
制
限
比
率･･

普
通
会
計
の
支
出
全
体
に

占
め
る
公
債
費
の
割
合
か
ら
地
方
債
発
行
の

状
況
を
判
断
す
る
指
標

実
質
公
債
費
比
率･･

普
通
会
計
に
企
業
会
計

や
一
部
事
務
組
合
も
含
め
た
自
治
体
の
実
質

的
な
公
債
費
へ
の
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す

新
し
い
指
標

町税
17億2045万円（12.9％）

分担金及び負担金
1億7603万9千円（1.3％）

使用料及び手数料
2億1122万円（1.6％）

繰入金
2149万円（0.2％）

その他
1億697万5千円（0.8％）

地方交付税
75億800万円（56.3％）

国庫支出金
8億3147万円（6.2％）

県支出金
7億9685万5千円（6.0％）

地方譲与税
1億7180万1千円

（1.3％）

町債
15億410万円（11.3％）

その他
2億8260万円（2.1％）

自主
財源

（16.8%）

依存財源
（83.2%）

◆経常収支比率
▲実質公債費比率
■起債制限比率

H17 H18 H19 H20 H21
見込

H22
見込

20

80

100

120
％

◆

■ ■ ■

104.7

17.5 16.1 14.1

▲ ▲ ▲
22.5※ 23.2 21.1

◆ ◆ ◆
99.7 99.7 95.4

▲ ▲ ▲
19.2 18.9 18.5

■ ■ ■12.3 11.8 11.4

133億3100万円
一般会計予算

人件費
24億3587万8千円（18.3％）

扶助費
9億4539万円（7.1％）

公債費
33億1491万1千円

（24.9％）

普通建設事業費
14億8629万6千円（11.1％）

災害復旧事業費
340万5千円（0.0％）

物件費
11億9436万3千円（9.0％）

補助費等
23億7111万8千円（17.8%）

繰出金
13億9963万3千円（10.5%）

その他
1億8000万6千円（1.3%）

義務的
経費

（50.2%）
投資的
経費

（11.2%）

消費的
経費

（38.6%）

総務費
15億5311万円（11.7％）

民生費
25億3055万8千円

（19.0％）

衛生費
18億6848万7千円

（14.0％）

農林水産業費
9億1766万円（6.9％）

商工費
2億3958万2千円（1.8％）

土木費
13億2745万9千円（10.0％）

消防費
5億4870万9千円

（4.1％）

教育費
 7億5731万5千円

（5.7％）

公債費
33億1493万3千円

（24.9％）

その他 2億7318万7千円
（1.9％）

歳入歳出（性質別）

歳
出（
目
的
別
）

（前年度比 4 億 3600 万円増）

◆地方債残高
区分 平成 21 年度末（見込） 平成 22 年度（見込）

普通会計※ 　　235 億 9256 万 2 千円 　　220 億 8763 万 7 千円
特別会計 　　121 億 2039 万 6 千円 　　119 億 6191 万 9 千円
企業会計 　　 46 億 8754 万円 　　 44 億 8446 万 7 千円

計 　　404 億 49 万 8 千円 　　385 億 3402 万 3 千円
※一般会計と有線放送特別会計の合計

◆基金総額
区分 平成 21 年度末（見込） 平成 22 年度（見込）

一般会計 　　 26 億 1518 万 5 千円 　　 26 億 456 万 3 千円

◆財政指標の推移

※実質公債費比率の H17
　は改正前「23.9」
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区分 予算額 増減

一般会計 133億3100万円 3.4％

特別会計（合計） 71億1201万円 △ 1.3％
有線放送事業 1億9926万4千円 36.5％
国民健康保険 27億6384万2千円 △ 3.6％

保険事業勘定 27億5825万1千円 △ 3.6％
直営診療施設勘定 559万1千円 △ 3.4％

後期高齢者医療 3億 506万1千円 4.5％
老人保健 61万3千円 △95.2％
介護保険 23億9121万6千円 △ 0.9％

保険事業勘定 23億7253万4千円 △ 0.8％
サービス事業勘定 1868万2千円 △11.1％

観光施設 4969万6千円 △ 2.0％
公共下水道事業 6億3421万9千円 8.7％
農業集落排水事業 3億1365万2千円 △14.8％
漁業集落排水事業 3683万1千円 27.1％
浄化槽整備推進事業 5286万4千円 6.4％
簡易水道事業 3億6475万2千円 △ 7.7％

企業会計
水道事業会計 5億5313万3千円 0.8％

収益的支出 3億7439万2千円 △ 1.2％
資本的支出 1億7874万1千円 5.3％

病院事業会計 25億7628万3千円 △ 3.4％
収益的支出 23億 969万8千円 △ 3.3％
資本的支出 2億6658万5千円 △ 4.3％

予算合計 235億7242万6千円 1.1％

◆会計別予算額 会
計
別
予
算
と

主
要
施
策

生
活
交
通
対
策
事
業

７
１
３
８
万
５
千
円

▽
路
線
バ
ス
実
証
運
行
業
務
、
路
線

バ
ス
運
営
費
補
助
、
町
営
バ
ス
運
行

事
業
、
能
登
有
料
道
路
軽
減
対
策
補

助
な
ど

防
災
総
務
費　
　

４
５
２
万
２
千
円

▽
避
難
勧
告
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
、
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
負
担
金
な
ど

除
雪
対
策
事
業
６
２
８
６
万
９
千
円

▽
凍
結
防
止
剤
散
布
車
購
入
、
除
雪

業
務
委
託
な
ど

町
道
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事
業

３
億
３
２
０
万
円

勤
労
者
対
策
事
業１

０
９
７
万
７
千
円

▽
労
働
保
険
緊
急
助
成
金
、
能
登
町

雇
用
創
出
連
絡
協
議
会
な
ど

緊
急
雇
用
創
出
事
業

５
６
０
６
万
６
千
円

▽
離
職
し
た
非
正
規
労
働
者
や
中
高

年
齢
者
の
雇
用
支
援
な
ど
、
新
規
雇

用
創
出
94
人

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業

３
３
５
０
万
円

▽
地
域
雇
用
に
つ
な
が
る
新
規
事
業

へ
の
委
託
。
新
規
雇
用
創
出
13
人

ク
ロ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
飼
育
事
業

４
４
４
８
万
６
千
円

介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業

３
６
９
万
４
千
円

▽
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
、
軽
度
生

活
援
助
事
業
委
託
な
ど

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

１
９
４
５
万
９
千
円

▽
入
院
・
通
院
共
に
助
成
対
象
を
中

学
生
ま
で
拡
大

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

２
億
１
６
５
４
万
８
千
円

▽
子
ど
も
手
当
を
支
給
（
年
3
回
）

母
子
保
健
推
進
事
業

１
１
６
２
万
８
千
円

▽
妊
産
婦
検
診
の
助
成
を
14
回
目
ま

で
拡
大
。
不
妊
治
療
助
成
を
拡
大

が
ん
検
診
事
業

１
３
３
４
万
６
千
円

▽
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
な
ど

特
別
支
援
員
配
置
事
業
８
５
８
万
円

▽
障
害
が
あ
る
児
童
生
徒
の
介
助
や

学
習
支
援
を
行
う
支
援
員
を
増
員

能
登
高
校
支
援
事
業　

８
７
０
万
円

▽
通
学
バ
ス
助
成
、
新
入
生
制
服
購

入
・
交
通
費
助
成
、
部
活
動
費
助
成

な
ど

中
学
校
改
築
事
業３

３
５
４
万
６
千
円

▽
能
都
中
学
校
改
築
事
業
（
調
査
、

旧
能
登
三
郷
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
・

施
設
整
備　
　

１
億
８
０
０
０
万
円

バ
イ
オ
マ
ス
推
進
費３

５
２
万
２
千
円

広
報
発
行
費　
　

３
５
７
万
３
千
円

地
域
振
興
費　
　

４
１
２
万
１
千
円

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
費

１
６
８
４
万
７
千
円

能
登
町
議
会
議
員
選
挙
費

１
６
０
９
万
円

▽
町
道
新
設
改
良
（
継
続
3
路
線
、

新
規
9
路
線
）
な
ど

県
営
新
町
通
り
線
街
路
整
備
事
業

６
２
７
７
万
３
千
円

▽
梶
川
橋
の
架
け
替
え
な
ど

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

２
億
５
６
６
５
万
１
千
円

▽
旧
宇
出
津
駅
周
辺
整
備

公
営
住
宅
整
備
事
業

９
４
８
２
万
１
千
円

▽
九
十
九
団
地
12
戸
を
全
面
改
修

消
防
施
設
等
整
備
事
業

２
７
６
９
万
５
千
円

▽
鵜
川
分
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購

入
、
防
火
水
槽
整
備
な
ど

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

１
億
１
３
４
万
円

▽
自
然
環
境
・
生
態
系
保
全
施
設
整

備
（
笹
川
地
区
）、
農
業
用
排
水
路

施
設
整
備
な
ど

病
院
事
業
会
計
補
助
金

５
億
３
７
３
５
万
４
千
円

設
計
）

文
化
財
保
護
事
業　
　

51
万
９
千
円

▽
常
椿
寺
の
夫
婦
フ
ジ
修
理
指
導
経

費
な
ど

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
大
会
補
助
事

業　
　
　
　
　
　
　

１
４
９
５
万
円

▽
北
信
越
高
等
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
、
猿
鬼
歩
こ
う
走
ろ
う
健
康
大

会
、
能
登
国
際
女
子
オ
ー
プ
ン
な
ど

▽
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
利
活
用

シ
ス
テ
ム
構
築
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
設
置
補
助
な
ど

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
６
９
７
万
９
千
円

▽
能
都
地
区
再
整
備
詳
細
設
計
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
業
務
委
託
な
ど

①
潤
い
あ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

②
地
の
恵
み
を
糧
と
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

③
健
や
か
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

④
創
造
性
と
元
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
豊
か
な
自
然
を
守
り
活
か
す
ま
ち
づ
く
り

⑥
住
民
が
連
携
・
交
流
す
る

　
ま
ち
づ
く
り

⑦
高
度
通
信
網
の
活
用
と

　
健
全
な
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

商
工
振
興
対
策
補
助
事
業

２
３
７
５
万
６
千
円

▽
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
な
ど

観
光
振
興
対
策
事
業

２
０
９
８
万
６
千
円

▽
「
五
感
ま
る
ご
と
能
登
づ
く
し
」

開
催
、
出
向
宣
伝
、
祭
礼
ポ
ス
タ
ー
、

灯
り
回
廊
補
助
な
ど

受粉活動をするクロマルハナバチ
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第１回

定例会
臨時会

議
会

能
登
町
議
会
第
1
回
定
例
会
が

3
月
9
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
を
19
日
ま
で
の
11
日
間
と

定
め
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

や
平
成
21
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改

正
な
ど
の
町
長
提
出
議
案
40
件
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
平
成
22
年
度
施
政
方

針
、
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
た
あ

と
、
12
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
人
事
案
件
2
件
が
同
意
さ

れ
た
後
、
議
案
は
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
採
決
で
は
、
委
員
長
報

告
を
受
け
て
議
案
38
件
は
す
べ
て
原

案
の
と
お
り
可
決
。
12
月
議
会
か
ら

の
継
続
審
査
を
含
む
陳
情
2
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
追
加
さ
れ
た
議
案

1
件
、
議
会
提
出
議
案
1
件
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奥
野
清
副
議
長
の
辞
職
に

伴
う
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
石
井

良
明
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

■
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件

・
能
登
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
▽
井
髙
吉

孝
氏
（
上
）
を
再
任

・
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
▽
鶴
野
み
ど
り
氏（
鵜
川
）

を
選
任

■
可
決
し
た
議
案
（
38
件
）

《
平
成
22
年
度
予
算
14
件
》

・
一
般
会
計
予
算

・
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
予
算

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

・
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

・
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
観
光
施
設
特
別
会
計
予
算

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

・
浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

予
算

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
病
院
事
業
会
計
予
算

※
平
成
22
年
度
予
算
の
詳
細
は
、
9

㌻
か
ら
13
㌻
の
予
算
特
集
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

《
平
成
21
年
度
補
正
予
算
7
件
》

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
８
３
５

万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
５

９
億
５
５
４
２
万
６
千
円
と
す
る

・
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）・
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）・
観
光
施

設
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）・
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）・

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
能
登
町
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
事
務
分
掌
の

見
直
し
を
行
い
14
課
を
13
課
に
改
編

・
能
登
町
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
▽
「
有
線
放
送
運
営
委
員

会
」
を
廃
止
し
、
運
営
に
つ
い
て
も

「
有
線
放
送
番
組
審
議
会
」
で
審
議
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
運
用
形
態
統
一

に
伴
う
負
担
金
・
使
用
料
の
改
正

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
▽
育
児
休
業
を
取
得
し
た
職
員
の

給
与
調
整
期
間
を
改
正

・
能
登
町
防
災
対
策
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
▽
災
害
予
防
対
策
、
復

興
支
援
対
策
を
円
滑
に
行
う
た
め
の

基
金
条
例

・
能
登
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
生
涯
学
習
課
、
学
校
教
育
課
を
統

合
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
と
す
る

・
能
登
町
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
神
野
保

育
所
を
統
合
し
、
8
保
育
所
か
ら
7

保
育
所
に
改
編

・
能
登
町
乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費

給
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
10
月
１
日
か

ら
給
付
対
象
を
入
院
・
通
院
共
に
中

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
し
、
自
動
償

還
を
実
施

・
能
登
町
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
▽
旧
奥
能

登
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を
改
修
し
、
文

化
施
設
と
し
て
利
用
可
能
と
す
る

・
能
登
町
水
道
事
業
の
設
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
▽
役
場
組
織
改
編
（
水
道
課

と
下
水
道
課
を
統
合
し
上
下
水
道

課
）
に
伴
う
改
正

・
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ

い
て
▽
能
都
庁
舎
前
の
宇
出
津
湾
内

公
有
水
面
埋
立
地
４
７
７
３
・
２
２

㎡
に
係
る
土
地
の
確
認

・
字
及
び
小
字
の
区
域
の
変
更
に
つ

い
て
▽
同
埋
立
地
に
よ
る
区
域
変
更

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
▽
22
年

か
ら
24
年
ま
で
の
総
合
整
備
計
画

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
▽
本

木
、
中
斉
辺
地
の
計
画
変
更

・
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
▽
港

湾
事
業
で
新
設
さ
れ
た
越
坂
10
号
線

を
町
道
と
し
て
認
定

・
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

・
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

▽
宇
出
津
8
号
線
と
宇
出
津
84
号
線

の
間
を
町
道
に
認
定
、
84
号
線
を
廃

止
し
て
8
号
線
に
統
合
す
る

・
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
▽
真
脇
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
、

縄
文
真
脇
温
泉
浴
場
お
よ
び
真
脇
遺

跡
公
園
の
指
定
管
理
者
を
（
財
）
能

登
町
ふ
れ
あ
い
公
社
と
す
る
。
指
定

期
間
は
22
年
４
月
１
日
か
ら
一
年
間

■
可
決
さ
れ
た
追
加
議
案

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
▽
町
立

社
、
２
６
２
９
万
４
４
５
５
円
）

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
▽
町

立
小
木
小
学
校
（
校
舎
）
耐
震
補
強

改
修
工
事
（
契
約
の
相
手
：
㈱
間
組

北
陸
支
店
、
契
約
の
金
額
：
７
６
６

６
万
５
０
０
円
）

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
▽
町

立
柳
田
中
学
校
耐
震
補
強
改
修
工
事

（
契
約
の
相
手
：
松
井
建
設
㈱
北
陸

支
店
、
契
約
の
金
額
８
６
５
０
万
７

４
０
０
円
）

・
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
▽
町

立
松
波
中
学
校
（
屋
内
運
動
場
）
耐

震
補
強
改
修
工
事
（
契
約
の
相
手
：

㈱
宮
地
組
、
契
約
の
金
額
：
７
１
６

１
万
円
）

・
奥
能
登
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
予
算
が
成
立

投票
区 投票所 当日有

権者数
投票
者数

投票率
％

第 1 能都社会福祉会館 1,802 1,099 60.99
第 2 宇出津小学校 1,746 1,040 59.56
第 3 ひばり保育所 906 557 61.48
第 4 三波公民館 304 195 64.14
第 5 矢波地区集会所 286 198 69.23
第 6 神野公民館 604 383 63.41
第 7 鵜川公民館 1,076 647 60.13
第 8 瑞穂公民館 703 429 61.02

第 9 宮地生活改善
センター 248 182 73.39

第 10 柳田体育館 1,428 1,009 70.66

第 11 小間生公民館 491 329 67.01

第 12 上町地区生活改善
センター 818 543 66.38

第 13 岩井戸公民館 231 160 69.26

第 14 当目地区多目的
研修集会センター 236 150 63.56

第 15 斉和多目的集会所 205 156 76.10
第 16 内浦福祉センター 1,943 1,127 58.00
第 17 上区集会場 255 176 69.02

第 18 不動寺公民館 517 336 64.99

第 19 秋吉公民館 342 209 61.11

第 20 白丸コミュニティ
施設 720 433 60.14

第 21 能登勤労者プラザ 389 206 52.96

第 22 小木地区活性化
センター 1,954 950 48.62

第 23 高倉保育所 1,046 557 53.25
第 24 小浦地区集会所 207 154 74.40

計 18,457 11,225 60.82

石川県知事選挙

谷本正憲氏が５選
　任期満了に伴う石川県知事選挙が 3 月 14 日㈰に行
われ、即日開票されました。
　能登町の投票率は前回を 9.06 ㌽上回る 60.82％。
期日前投票を行った人は 3,441 人でした。
　投開票の結果は次のとおりです。

＜能登町開票区結果＞

桑原　豊　無所属・新 　２，３３８

米村照夫　無所属・新 　  　２１５

木村吉伸　無所属・新 　　  ４０３

谷本正憲　無所属・現 　８，１３９

無効投票数 　　　　　　　   　１３０

副
議
長
に
石
井
良
明
氏

い
し
い
・
よ
し
あ
き
（
59
歳
）

　
平
成
4
年
3
月
、
旧
能
都
町

議
会
議
員
に
初
当
選
。
通
算
5

期
目
。
旧
能
都
町
で
副
議
長
、

議
会
運
営
委
員
長
な
ど
を
歴

任
。
18
年
11
月
か
ら
19
年
12
月

ま
で
能
登
町
議
会
総
務
常
任
委

員
長
。
瑞
穂
在
住
。

鵜
川
中
学
校
耐
震
補
強
改
修
工
事

（
契
約
の
相
手
：
鹿
島
建
設
㈱
北
陸

支
店
金
沢
営
業
所
、
契
約
の
金
額
：

1
億
２
１
３
万
３
５
０
０
円
）

■
採
択
さ
れ
た
陳
情

・
町
道
1
級
九
里
川
尻
越
坂
1
号
線

（
河
ヶ
谷
地
内
）
取
付
道
路
の
舗
装

に
つ
い
て

・
旧
小
木
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ト
イ

レ
改
修
に
つ
い
て

第
1
回
臨
時
会
（
2
月
23
日
）

で
可
決
さ
れ
た
議
案
5
件

・
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
▽
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
方
式
通
信
設
備
一
式
（
㈱
エ

ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ド
コ
モ
北
陸
支
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新
宿
御
苑
で
キ
リ
シ
マ
展

　

新
宿
御
苑
の
一
角
に
咲
き
誇
っ
た

深
紅
の
花
を
見
て
、
水
木
由
一
さ
ん

（
70
）
＝
柳
田
＝
は
、
ほ
っ
と
胸
を

な
で
下
ろ
し
た
。

　

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
連
絡
協
議

会
（
宮
本
康
一
会
長
）
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
郷
（
同

理
事
長
）
が
3
月
2
日
か
ら
7
日
に

か
け
て
新
宿
御
苑
で
開
催
し
た
『
能

登
に
残
る
江
戸
の
花
～
の
と
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
展
～
』
で
の
こ
と
だ
。　

　

6
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催

さ
れ
、
倉
重
祐
二
・
新
潟
県
立
植
物

園
副
園
長
と
小
林
伸
雄
・
島
根
大
学

生
物
資
源
科
学
部
教
授
が
、
の
と
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
歴
史
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分

析
結
果
な
ど
の
研
究
成
果
を
発
表
し

た
。
ま
た
、
連
絡
協
議
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
地
元
で
の
保
護
活
動
な
ど
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　

会
場
に
は
促
成
開
花
さ
せ
た
盆
栽

6
点
の
ほ
か
、
写
真
や
苗
な
ど
が
展

示
さ
れ
た
。

ふ
る
里
柳
田
会
が
運
営
を
支
援

　

こ
れ
ま
で
、
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
は
全
国
的
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
の
花
を
首
都

圏
で
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
に
『
ふ

盆
栽
の
第
一
人
者
と
し
て

　

今
回
、
新
宿
御
苑
で
展
示
さ
れ
た

盆
栽
は
水
木
さ
ん
の
所
有
だ
。
水
木

さ
ん
は
、
の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の

盆
栽
を
40
年
に
わ
た
り
手
掛
け
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
副
理
事
長
も
務
め
る
愛

好
家
の
一
人
。
昨
年
12
月
に
新
潟
県

立
植
物
園
に
運
ば
れ
た
盆
栽
は
、
専

門
家
の
手
で
開
花
時
期
の
調
整
を

行
っ
た
。
初
日
に
4
分
咲
き
、
最
終

日
に
は
見
事
に
満
開
と
な
っ
た
。

　
「
自
分
が
育
て
た
の
と
キ
リ
シ
マ

が
新
宿
御
苑
に
展
示
さ
れ
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
」
と
東
京
で
の

1
週
間
を
振
り
返
る
。

　

水
木
さ
ん
は
現
在
、
約
50
鉢
の
盆

栽
を
育
て
て
い
る
。
繊
細
で
管
理
が

難
し
い
と
さ
れ
る
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

の
盆
栽
を
こ
れ
だ
け
管
理
し
て
い

る
人
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い

と
い
う
。
平
成
13
年
に
は
宮
内
庁
・

常ひ
た
ち
の
み
や

陸
宮
華
子
さ
ま
へ
献
上
。
能
登
空

港
や
植
物
公
園
な
ど
で
展
示
さ
れ
る

盆
栽
の
多
く
は
、
水
木
さ
ん
が
手
掛

け
た
も
の
だ
。

　
「
の
と
キ
リ
シ
マ
の
管
理
の
要
は

『
水
』。
一
鉢
ご
と
に
水
分
調
整
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
夏
に
な
れ
ば
水

や
り
は
毎
日
。
二
日
と
家
を
空
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
話
す
。

る
里
柳
田
会
』
の
会
員
た
ち
も
応
援

に
駆
け
つ
け
た
。
造
園
業
を
営
む
人

が
設
営
を
手
伝
い
、
事
務
局
の
内
平

由
美
子
さ
ん
ら
女
性
会
員
が
受
付
業

務
な
ど
で
会
場
運
営
を
支
援
し
た
。

　

期
間
中
は
約
４
２
０
０
人
が
訪

れ
、
能
登
半
島
を
代
表
す
る
花
に
魅

了
さ
れ
た
。
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の

ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
鹿
児
島
県
霧
島
市

か
ら
の
視
察
者
か
ら
は
「
開
花
時
期

に
能
登
を
訪
れ
た
い
」
と
い
う
声
も

聞
こ
え
て
き
た
。

　

能
登
半
島
は
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の

古
木
の
群
生
地
と
し
て
日
本
一
の
規

模
を
誇
る
。
そ
の
魅
力
を
伝
え
、
能

登
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ
か
け

を
作
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
関
係
者

の
情
熱
と
多
く
の
協
力
を
得
て
、
成

功
裏
に
終
わ
っ
た
。　

　

さ
ら
に
難
し
い
の
が
、
日
程
の
決

め
ら
れ
た
展
示
会
に
合
わ
せ
て
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
。
常
に
気
温
に
気
を

配
り
、
ハ
ウ
ス
か
ら
出
す
タ
イ
ミ
ン

グ
を
計
る
が
、
奥
さ
ん
と
二
人
で
庭

先
へ
運
ぶ
仕
事
は
重
労
働
。
腰
を
痛

め
、
二
度
の
手
術
を
受
け
た
。

　

そ
れ
で
も
水
木
さ
ん
は
盆
栽
に
こ

だ
わ
る
。「
小
さ
い
中
に
巨
木
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
盆
栽
は
、
1
年
1
年

風
格
が
出
て
く
る
。
自
分
の
子
ど
も

を
育
て
る
よ
う
な
感
じ
」
な
の
だ
。

「
花
が
咲
く
期
間
は
10
日
ほ
ど
。
一

年
の
３
５
５
日
は
鉢
の
管
理
」
と
目

を
細
め
る
。

　

盆
栽
で
培
っ
た
技
術
は
、
庭
木
に

も
応
用
で
き
る
。
昨
年
は
能
登
産
業

技
術
専
門
校
で
の
講
師
を
務
め
、
挿

し
木
、
古
木
か
ら
根
を
出
さ
せ
る
方

法
、
鉢
の
植
え
替
え
な
ど
を
伝
授
し

た
。「
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
技
術

も
あ
る
が
、
自
己
流
で
開
発
し
た
技

術
も
あ
る
。
こ
の
技
を
若
い
人
に
伝

え
た
い
」
と
い
う
思
い
は
強
い
。

　
「
宮
本
会
長
の
情
熱
に
引
っ
張
ら

れ
て
こ
こ
ま
で
来
た
。
ま
だ
や
め
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」

　

能
登
が
全
国
に
誇
る
の
と
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
。
そ
の
文
化
を
守
り
、
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
水
木
さ
ん
は
今

日
も
鉢
植
え
に
向
か
う
。

水木由一さん

町花のとキリシマツツジを盆栽で支える

みずき・よしいち（70）＝柳田＝

40
年
、我
が
子
を
育
て
る
よ
う
に

の
と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を

育
て
続
け
て
き
た
―
。

新宿御苑インフォメーションセンターに展示され、
多くの来場者を魅了したのとキリシマツツジ
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大学生が小木活性化策を提案
金沢星稜大学「小木研究会」 地元直売所での海洋深層水農産物販売を提案する下田さん

▲

協力しながらアカマツを植える
おおとり会のメンバー

▼参加者が見守る中、記念植樹を
行う持木町長

能登里山マイスター

　金沢大学「能登里山マイスター」養成プログラムの卒業課題
演習成果報告会は、２月 26 日と 27 日に珠洲市の金沢大学能
登学舎で開かれ、２期生 15 人がそれぞれ２年間取り組んでき
た研究成果を発表しました。
　報告会では、表口典生さん＝笹川＝が本場ものという強い商
品力を持つ奥能登在来野菜を大いに生かしていくべきと提案。
佐野禎宣さん＝柳田＝は里山利活用によるビジネス展開につい
て、下田智幸さん＝松波＝は海洋深層水農産物のブランド化に
ついてスライドを使って説明しました。

２期生が過疎振興など研究発表

３月

　「ほっと石川観光キャンペーン」の一環として、３月 21 日に遠島山公園でマツ
の植林が行われました。このキャンペーンは、能登の未来の観光地づくりを目指し、
マツ林の復活と能登半島地震の復興を全国にアピールするため、能登 9 市町が一
体となって行われました。持木町長は「遠島山公園は観光スポットであり、町民
の憩いの場でもあります。皆さんでマツの成長を見守ってください」とあいさつし、
記念植樹を行いました。今回植林されたマツは、松くい虫に強い品種として県が
開発した「アカマツ」です。会場にはおおとり会のメンバーなど約 40 人が集まり、
1 ㍍ほどに育った 30 本のアカマツを手際よく植えていました。

　小木の振興策を考える「小木研究会」は２月 18 日、小木地
区活性化センターで開かれ、昨年９月に実施した住民への聞き
取り調査を基に金沢星稜大学の学生が活性化策を提案しまし
た。研究会には同大学経済学部長の吉川顕麿教授とゼミ生３人、
小木地区の住民ら約２0 人が参加。学生たちは「イカの活き作
りのメニュー化」や「観光客誘致のために旅行会社への企画持
ち込み」「国・県へのインフラ整備要望」などを提案しました。
　住民からは「学生の提案を生かすための核となる団体設立が
必要ではないか」などの意見が上がりました。

聞き取り調査の結果と振興策を発表する学生たち

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
①

　
―
ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設
の
利
用
拡
大
事
業
―

チ
カ
ラ

能登９市町でマツを植林
能登未来の観光地づくり

　
能
登
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

（
下
記
参
照
）
に
掲
げ
ら
れ
た
利
活

用
推
進
事
業
の
一
つ
が
「
ペ
レ
ッ
ト

製
造
施
設
の
利
用
拡
大
事
業
」で
す
。

　
能
登
町
内
に
は
現
在
、
住
民
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
製

造
施
設
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
そ
の

代
表
を
務
め
る
谷
口
文
雄
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
バ
イ
オ
エ
コ
能
登
発
足

の
経
緯
は
。

　

発
足
当
初
、
わ
た
し
た
ち
は
能
登

の
山
林
や
耕
作
放
棄
地
に
自
生
す
る

カ
ヤ
に
着
目
し
ま
し
た
。
カ
ヤ
は
刈

れ
ば
刈
る
ほ
ど
勢
い
が
出
て
き
ま

す
。
カ
ヤ
を
原
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト

が
で
き
れ
ば
循
環
の
サ
イ
ク
ル
が
で

き
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
バ
ー
フ
ァ
ン
ド
21
の
助
成

を
い
た
だ
き
、
平
成
20
年
に
ペ
レ
ッ

ト
製
造
機
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
し

て
神
和
住
の
工
場
跡
地
に
ペ
レ
ッ
ト

を
研
究
・
製
造
す
る
施
設
を
開
設
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
苦
労
し
た
こ
と
は
。

　

最
初
は
何
で
も
ペ
レ
ッ
ト
に
な
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

理
想
ど
お
り
に
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
特
に
水
分
調
整
が
難
し
く
、
形

に
な
る
ま
で
半
年
間
は
、
試
行
錯
誤

を
重
ね
ま
し
た
。

―
現
在
の
状
況
は
。

　

ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と

な
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

品
質
的
に
も
理
想
的
な
も
の
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
カ
ヤ
に
米
ぬ
か
と
お
か

ら
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
飼
料
ペ
レ
ッ
ト

も
試
験
的
に
生
産
し
ま
す
。
子
牛
に

食
べ
さ
せ
て
2
年
後
、
3
年
後
ど
う

な
る
か
を
地
元
生
産
者
や
石
川
県
の

協
力
を
得
て
デ
ー
タ
を
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
は
。

　

わ
れ
わ
れ
民
間
の
力
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
を
目
指
す
町
と
協
力
し
な
が
ら
、

ペ
レ
ッ
ト
の
需
要
を
拡
大
し
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
効
率
的
な
供
給
体
制
を

整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

能
登
に
は
資
源
が
１
０
０
％
あ
り

ま
す
。
そ
の
資
源
を
生
か
し
、
循
環

さ
せ
、
若
い
人
に
働
く
場
を
提
供
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
ペ
レ
ッ
ト

製
造
を
な
ん
と
し
て
も
軌
道
に
乗

せ
、
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
を
自
立
さ
せ
る
こ
と

で
、
若
い
人
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

能登町バイオマスタウン構想

第１次総合計画に掲げている「循環型社会の構築」や「新エネル
ギーの活用」を推進するため、能登町バイオマスタウン構想を

策定しました。これは、平成２1 年 7 月に設立した能登町バイオマス
推進協議会の委員の皆さんが検討した町内のバイオマス利活用方法を
まとめ上げたもので、国のバイオマス・ニッポン総合戦略推進会議へ
提出し、22 年 3 月に能登町の構想書として公表されました。
　能登町バイオマスタウン構想は、里山里海といった豊かな自然環境
の保全や資源の活用を図っていくもので、ペレットの利用拡大や森林
の資源活用、カヤ・牧草などの管理栽培を重点的に取り組み、バイオ
マスの普及啓発を推進して「地域による、地域のための、地域資源を
活かした」循環型社会の構築や産業振興を目指しています。
　いつまでも能登町の自然環境を守り、豊かな地域資源を次世代に引
き継ぐため、町民の皆さんと一緒にバイオマスタウンの実現を推進し
ていきます。

各家庭に配布された構想の概要

NORA バイオエコ能登代表

谷口文雄さん（当目）

場所：字神和住 6-28（旧サイワ製作所）
事務局：字当目 28-1
　　　　☎ 76-1552（夢一輪館・高市）
※施設見学の申し込みなど問い合わ
　せは、事務局までご連絡ください。
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まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATIONINFORMATION

まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　
　
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

役場組織改編能登町ハーモニーセンター

能登町奨学金

子ども手当

お知らせお知らせ

募集

お知らせ

　第 5 回能登町女性防火の集いが 2 月 28 日、柳田山
村開発センターで開催され、町内の女性防火クラブ員
64 人が参加しました。
　この集いは、地域ぐるみの自主防火体制の確立とク
ラブ員の防火思想の高揚、親ぼくを深めて災害のない
安全で明るい町づくりを目的として毎年開催されてい
ます。
　5 回目となる今回は、消火器の取り扱い方法や、徒
手による傷病者の搬送法、心肺蘇

そ せ い

生法などが実施され
ました。参加したクラブ員は、消防職員の手ほどきを
受けながら、初期消火や救急救命に対する知識を深め
ました。

　平成 21 年度消防功労者消
防庁長官表彰式が 3 月 5 日、
東京都港区虎ノ門ニッショー
ホールで行われ、能登町消防
団副団長の向峠茂人さんが

「永年勤続功労章」を受章しま
した。

上下水道課、教育委員会事務局を新設文化・交流活動の拠点として利用ください

奨学金貸与を受ける生徒・学生を募集

子ども手当は平成22年6月に支給予定

地域づくりはまちづくりにつながります

共に生きる福祉のまちづくりを目指して

初期消火と救急救命の知識を深めました

向峠茂人さん（当目）に消防庁長官表彰

問ふるさと振興課   ☎ 62-8532

問教育委員会事務局   ☎ 72-2509

問健康福祉課児童福祉係   ☎ 72-2512

問建設課   ☎ 76-8304

４月の納期税金

軽自動車税の納期限は、4月30日㈮です
納期限までに納付しましょう

問税務課☎ 62-8505

生涯学習振興大会

地域福祉セミナー 町営住宅

ニュース

ニュース 募集

町営住宅姫団地の入居者を募集します

　能登町生涯学習振興大会が 2 月 28 日、能都庁舎で
開催され、日ごろから社会教育活動を行っている団体
や公民館関係者など約 120 人が参加しました。式で
は社会教育功労者表彰と「私が町長だったら」作文表
彰が行われ、最優秀の 3 人が発表しました。
　記念講演では、アナウンサーの村松真貴子さんが「笑
顔あふれる地域づくりのために」と題して講演。「子
どもたち、お年寄り、障害のある人たちが安心して暮
らせる町になるよう、声を出してほしい」と呼び掛け
ました。表彰された皆さんは次のとおりです。（敬称略）

〈能登町社会教育功労者表彰〉
髙木泰憲（町文化協会）、山本好子（秋吉公民館）、松
波ラジオ体操友の会（松波公民館）

〈「私が町長だったら」作文入賞者〉
最優秀賞　小浦郁恵（能都中 2 年）、権谷未奈（鵜川
中 1 年）、宮前貴子（同 1 年）
優秀賞　南　緑香（柳田中 3 年）、新谷賢人（小木中
2 年）、町端賢哉（同 2 年）、藤井梨奈（能都中 2 年）、
和田拓巳（同 2 年）

　3 月 7 日、能登町地域福祉セミナーが能都庁舎で開
催され、約 200 人が参加しました。オープニングを
飾った「琴名流百
合根の会」による
大正琴演奏の後、
3 団体の活動発表
と 雄 谷 良 成 さ ん

（㈳佛子園理事長）
による福祉講演が
行われました。
　

〈募集期間〉4 月 1 日㈭～ 4 月 15 日㈭
〈対象住宅〉姫団地　1 戸（２ＤＫ）　字姫 3 丁目 36
　　　　　  家賃　　月額 25,000 円

〈入居資格〉
　①能登町に住所を有する人（予定者含む）
　②住宅に困窮していることが明らかな人
　③町税などの滞納がない人
　④収入基準　入居者の所得月額が 158,000 円超
　⑤単身の人はご遠慮いただくことがあります　　　
　

　遠島山公園内の旧奥能登ユースホステルを改修し、
文化活動の拠点となる「能登町ハーモニーセンター」
を設置しました。展示発表・創作会議など、皆さんの
文化・交流活動の場としてご利用ください。

〈施設内容〉
創作室（9室）、ホール、1 階大展示場、2 階大展示場

〈開館時間〉9:00 ～ 17:00
〈申し込み先〉ふるさと振興課

〈貸与区分〉高校生 2 万円（能登高校入学者は 2 万 5
千円の特枠制度あり）、短大・専修・高専 2 万 5 千円、
大学（4 年制）3 万円

〈受付期間〉4 月 12 日㈪～ 4 月 30 日㈮

　中学校修了までの児童・生徒を対象に、一人につき
月額 13,000 円支給される予定です。
　「子ども手当」についての詳細は、広報 5 月号に掲
載します。

　4 月 1 日から、水道課と下水道課を統合し「上下水
道課」に、学校教育課と生涯学習課を統合し「教育委
員会事務局」に変更となりました。

・上下水道課（内浦庁舎 2 階）　☎ 72-2507
・教育委員会事務局（内浦庁舎 4 階）　☎ 72-2509

　内浦庁舎 1 階にあった町民課が、4 月１日から能都
庁舎 1 階に移動しました。
　今後は、住民基本台帳カード（住基カード）の交付
事務、電子証明書の発行事務を能都庁舎町民課に統合
します。申請は今までと変わらずに町民課、内浦サー
ビス室、柳田サービス室、鵜川・小木支所、高倉出張
所でもできますのでご利用ください。

・町民課（能都庁舎 1 階）　☎ 62-8500

　これまで閉庁日に限り消防柳田分署・内浦分署で販
売していた能登有料道路の通行券の取り扱いを、4 月
1 日から能都庁舎に一本化しました。
　ご不便をおかけしますが、閉庁日での能登有料道路
通行券の購入は能都庁舎までお越しください。

女性防火の集い消防

表彰者にインタビューをする村松真貴子さん

「体験を通して子どもたちは成長する」と松
波中学校の活動を報告する上田辰美先生

町民課を能都庁舎1階に移動

閉庁日の能登有料道路通行券の販売変更

心肺蘇生法を学ぶ女性防火クラブ員

問能登消防署   ☎ 62-0492
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能登町データ放送がスタートします
4 月 1 日から

　4 月 1 日から、能登町有線テレビの自
主放送デジタルチャンネル（9ch）でデー
タ放送が利用できるようになりました。
デジタルテレビをつけて、9ch でリモコ
ンの [d] ボタンを押すと受信できます。
　これまで文字放送や広報誌に載ってい
た情報が、リモコン一つでいつでも見る
ことができるようになります。
　ぜひ活用してみてください。

休日当番医、お悔やみ・おめでた情報などの情報満載
地域設定をすればゴミ収集日や避難場所も確認できます

NOTONOTO NOTO

リモコンの [ 緑ボタン ] でお住まいの
地域を設定すれば、自分の地区で収集
されるごみ（二日分）が表示されます

休日に突然のけがや病気で困った時に
は、休日当番医が見やすい表形式で確
認できます（トップページにも掲載）

文字放送のように順番を待たなくて
も、お悔やみ・おめでた情報など見た
い情報をすぐに確認できます

ホームページ・文字放送も新たな機能を
　　　　　　　　  追加してリニューアル

NOTO

　今回の文字放送リニューアルでは、
合成音声による文章の読み上げ機能が
付きました。目が不自由でテレビの文
字が読みづらい人、家事をしながらで
も情報を取得することができます。
　能登町ホームページもより検索しや
くなってリニューアルしました。

○休日当番医 ○お悔やみ情報など ○地域設定

文字放送画面

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

問広報情報推進課 ☎ 76-8301

※データ放送はアナログテレビでは
　利用できません。

※文字放送は、地上デジタル、アナログ共に読み上げを行います。
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○第 19 回 花見だよ !  in 能登さくら駅
　4 月 11 日㈰　9:30 ～

〈場所〉のと鉄道　能登鹿島駅
〈見所〉露店やステージイベントをお楽しみく

ださい。※駐車場がありませんので、移動に
はのと鉄道をご利用ください。
問能登鹿島駅さくら保存会☎ 0768-52-0300

○第９4 回日本陸上競技選手権大会 50km 競
歩／第 49 回全日本競歩輪島大会
　4 月 17 日㈯　14:00 ～
　　　18 日㈰　   7:30 ～

〈場所〉輪島市文化会館周回コース
〈見所〉全国から精鋭が集結します。沿道で

熱い戦いを観戦してみませんか。
問輪島市生涯学習課☎ 0768-23-1176

○道の駅 すずなり
　４月３日㈯オープン

〈場所〉総持寺通り・猿山岬
〈見所〉 旧珠洲駅に建設中の「珠洲市観光交

流拠点施設」が完成し、４月３日に「道の
駅 すずなり」としてオープン。珠洲の特産品
を販売するほか観光情報の提供などを行いま
す。３日・４日は広場に飲食ブースも設置。

能登町からは「宇出津曳山祭り」を紹介。

穴
水
町

輪
島
市

珠
洲
市

問能登町ソフトボール協会事務局
　（役場環境対策課）大門 ☎ 62-8507

第 19 回春の全国小学生ドッジボール
選手権北信越大会（2/28）
③柳田ドッジボールクラブ
※ 3/28 大阪府で開催される全国大会
に出場

第 5 回能登町民卓球大会（2/28）
〈男子 4 年生以下の部〉①国谷晃汰　

②山本晴登　③田町臣吾
〈男子 5・6 年生の部〉①竹川雅也　

②木本仁　③小谷内優志　③浜勇也
〈男子一般の部〉①槻輝斗　②洲﨑政

紀　③岩住斗頼　③冨士裕貴

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
　団などからの報告により掲載しています。

第 6 回能登町民ゴルフ大会 参加者募集
〈日時〉5 月 9 日㈰　9:06 スタート
〈場所〉ザ・カントリークラブ能登
〈対象〉能登町在住・在勤・出身者など
〈参加費〉4,000 円※プレー代は各自
〈募集〉56 人（定員になり次第締切）
〈申込期日〉4 月 28 日㈬

問能登町ゴルフ協会事務局
　（役場建設課）安宅 ☎ 76-8304

町民ソフトボールリーグ参加チーム募集
〈日時〉4 月 25 日㈰　
〈場所〉柳田中学校グラウンド
〈参加費〉5,000 円
〈申込期日〉4 月 22 日㈭  午後 5 時

スポーツ
カルチャー

案内＆結果

Let's
 Enjoy Sports

 and  cultu
re

〈女子 5・6 年生の部〉①山本祐実　
②新谷果子　③数馬芽衣　③小城弥優

〈女子一般の部〉①益谷友佳　②室谷
明奈　③細口美咲　③日下彩子

第 5 回能登町民バドミントン大会（3/14）
〈小学生の部〉

①隅屋太郎・谷口諒真　②勘平凌我・
安孫周　③紙子恭輔・中前康太郎

〈中・高校生の部〉
①木本一気・中町翔太　②田代健生・
二又亮　③山若竜弥・北山明叡

〈一般 1 部（初心者）〉
①板谷弘幸・大桐亨美　②中谷律一・
山崎晃一　③干場廣規・信田紗由里

〈一般 2 部（年齢・経験不問）〉
①牧邦彰・泉綾恵　②四家裕・青木今
日子　③河野陽介・大森久恵

■鵜川中学校
第 5 回奥能登卓球大会（3/7）

〈男子団体〉③鵜川中学校

第 23 回北信越中学生インドアソフト
テニス大会（1/30）

〈女子団体〉①鵜川中学校

3 月 17 日、持木町長に北信越大会の報告を
行い全国大会の激励を受ける柳田ドッジボー
ルクラブ

　 飼い犬との約束
～狂犬病予防注射巡回のお知らせ～

飼い犬は年 1 回狂犬病予防注射を受けなくてはいけません。 
未登録の犬は現地で登録ができます。
持ち物を確認して必ず受けましょう！   
場所や時間帯が変更となった会場がありますので、
気をつけてください。

〈登録済みの犬〉
押印した案内はがき

（4 月上旬に送付予定）と
3,000 円が必要

〈新規登録の犬〉
印鑑と 6,000 円が必要

問環境対策課☎ 62-8507

注射の日程 会　場 時　間

4 月 21 日
水

旧おおぞら農協神野事業所前 10:00～10:20
旧おおぞら農協斉和支所前 10:30～10:45
十郎原集会所前 10:55～11:05
旧おおぞら農協岩井戸支所前 11:20～11:35
小間生集会所前 13:00～13:30
上町公民館前 13:50～14:20

4 月 22 日
木

柏木集会所前 10:00～10:10
宮地集会所前 10:25～10:40
瑞穂環境改善センター 10:55～11:15
鵜川支所 11:30～12:00
七見白山神社前 13:00～13:10
矢波集会所前 13:20～13:35
三波分団車庫横 13:45～14:00
藤波柳倉集会所前 14:10～14:25
神目神社下 14:35～14:50

4 月 23 日
金

不動寺公民館 10:00～10:30
白丸公民館 10:45～11:00
旧九十九湾小木駅 11:10～11:45
小木支所 13:00～13:45
高倉出張所 14:00～14:25

4 月 25 日
日

柳田体育館前 10:00～10:40
内浦庁舎 11:10～11:50
能都庁舎 13:30～14:30

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

4 月の新刊案内

　「読む、書く、話す」脳活用術　茂木健一郎　
　カッコウの卵はだれのもの　東野圭吾
　月光の刺客　森村誠一　
　神様のカルテ　夏川草介
　東京アクアリウム　小池真理子
　水死　大江健三郎　
　月華の銀橋　高任和夫

行事あんない

　■おはなし会　　　10 日㈯・21 日㈬ 14:30
　■おはなし学習会　14 日㈬ 19:30
　■おはなし勉強会　18 日㈰ 13:30 
　■読書会　　　　　28 日㈬ 13:30

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日、  月末（図書整理日）

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:30　◆休館日  月曜日、第３日曜日
16 日㈮ 10:30　★子育て教室
17 日㈯ 10:00　子どもクッキング（小学生以上）
23 日㈮ 10:30　★ぴよぴよタイム
29 日㈭ 10:00　児童館遠足（小学生以上）
30 日㈮ 10:30　★身体計測

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日
9 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）※ 23 日㈮も

14 日㈬ 15:00　「おはなし隊がやってくる」※ ひまわりと合同開催
21 日㈬ 15:00　さくらミニお茶会
24 日㈯ 14:00　読み聞かせボランティア「ひまわり」
28 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「なかよしおやつ作り」

※1 日・8 日・15 日・22 日㈭ 10:00  児育て教室

 日本人の知らない日本語2
  ■蛇蔵＆海野凪子

 　大人気の笑える日本語第 2 弾

 廃墟に乞う
  ■佐々木譲
　第 142 回直木賞受賞作
　犯人と捜査員、二人の傷ついた
　心が響き合う。そのとき…。

242010.4  № 6225
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健康福祉課 ☎ 72-2504

公立宇出津総合病院
だより

☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/

診療情報は、病院ホームページで確認できます。

乳児健診・BCG接種
〈日　時〉4 月 22 日㈭〈受付時間〉12:45 ～ 13:00
〈場　所〉能都庁舎  1 階集会室
〈対象児〉平成 21 年 12 月 8 日～ 平成 22 年 1 月 12 日生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、BCG 予診票、 

　　　　  バスタオル
〈担当医〉乳児健診：宇出津総合病院小児科医師

　　　　  BCG 接種：千間医師、保健師、栄養士

献血のお知らせ
〈日　時〉4 月 13 日㈫　
〈場　所〉役場柳田庁舎　9:00 ～ 12:00

　　　　  柳田温泉病院  13:30 ～ 15:30

■大型連休中の診療について

　大型連休中の診療日は通常どおりです。
　【4 月】
　 29 日㈭：休診　30 日㈮：通常診療
　【5 月】
　 1 日㈯～ 5 日㈬：休診　 6 日㈭～ 7 日㈮：通常診療
　 8 日㈯～ 9 日㈰：休診

4 月 4 日㈰ 4 月 11 日㈰ 4 月 18 日㈰ 4 月 25 日㈰ 4 月 29 日㈭

小西医院
（珠洲市正院町）

☎ 82-6800

升谷医院
（能登町松波）

☎ 72-1151

なかたに医院
（珠洲市上戸町）

☎ 82-8333

直井医院
（能登町宇出津）

☎ 62-0180

田中クリニック
（珠洲市野々江町）

☎ 82-0500

舩木クリニック
（輪島市釜屋谷町）

☎ 0768-23-0866

定梶医院
（輪島市門前町）
☎ 0768-45-1351

北川内科クリニック
（穴水町大町）
☎ 0768-52-3555

熊野医院
（輪島市鳳至町下）

☎ 0768-22-1100

嘉門内科クリニック
（輪島市杉平町）
☎ 0768-22-6776

　※都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電話してから受診してください。

　糖尿病は、血中の糖分（血糖）が常に高いことによって血管を傷め、腎臓（腎透析）や眼（失明）、神経（下肢壊疽）
などに重大な障害を引き起こす病気です。
　特定健康診査では、自分ではなかなか気がつくことのできない血糖値の上昇を知ることができます。特に、ＨｂＡ
１ｃ（ヘモグロビンエーワンシー）検査は、採血時から過去 1 ～ 2 カ月の平均血糖値を反映し、糖尿病判断の指標
にもなる検査で、通常この値が 6.5％以上であれば、糖尿病である可能性が高いと言われます。

　特定健康診査を受診するには、受診券と
健康保険証が必要です。5 月ごろから順次、
加入している医療保険者から受診券がお手
元に届きますので、なくさないようにお持
ちください。平成 22 年度は、6 月 17 日か
ら 7 月 12 日の期間に各地区でがん検診と
合わせて特定健診を実施します。

■診療時間の変更のお知らせ

・4 月 1 日㈭から耳鼻咽喉科の診療日が水・木曜日に変更に  
  なります。　
　診療曜日　
　毎週水・木曜日：午前のみ（9:00 ～ 12:00）
　担当医師　水曜日：廣瀬 みずき 医師
　　　　　　木曜日：中西 庸介 医師

ポリオ生ワクチン投与
　4 月 6 日㈫

〈場　所〉柳田山村開発センター
〈担当医〉生垣医師

　4 月 28 日㈫
〈場　所〉能都庁舎 1 階集会　
〈担当医〉中沢医師
〈受付時間〉13:10 ～ 14:00
〈対象児〉生後 3 カ月～ 90 カ月

でポリオ生ワクチンを 2 回投与
していないお子さん

〈持ち物〉母子健康手帳、ポリオ予診票

　開業、勤務している小児科医
の働きかけで、5 月の長い休み
中に、小さなお子さんが安心し
て過ごせるよう小児科救急当番
を右記のとおり実施することに
なりました。
　救急診療時間は午前 9 時か
ら正午までです。診察の際には、
事前連絡が必要です。

　5/2 ㈰ 5/3 ㈪ 5/4 ㈫ 5/5 ㈬

公立宇出津総合病院
☎ 62-1311 － 救急 － 救急

珠洲市総合病院
☎ 82-1181 救急 － 救急 －

市立輪島病院
☎ 0768-22-2222 救急 － 救急 －

まるおかクリニック
☎ 0768-52-8228 － 救急 － 救急

■救急診療時間：9:00 ～ 12:00

※宇出津総合病院は、5 月 2 日㈰、4 日㈫についても小児救急の受け入れを行います。

能登北部
医師会より

5 月長期連休小児科救急当番医
（5 月 2 日日～ 5 日水）

０ 100
2

200 300 500400 600 700 800 900
（人）

4.0 ～ 4.4
4.5 ～ 4.9
5.0 ～ 5.4
5.5 ～ 5.9
6.0 ～ 6.4
6.5 ～ 6.9
7.0 ～ 7.4
7.5 ～ 7.9
8.0 ～ 8.4
8.5 以上～（％）

平成 21 年度能登町国保特定健診受診者のＨｂＡ 1 ｃ値の状況

治療無し

治療有り

このライン以下が、
糖 尿 病 の 疑 わ れ る
レ ベ ル で す。 血 糖
値の高さを健診で、
初 め て 気 が つ く 人
もいます。

◇受診券と健康保険証を
　　　忘れずにお持ちください
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20

7
7

10
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有料広告有料広告

株式
会社

国際結婚紹介 金沢市古府（国道 8 号線沿い）

TEL.076-227-8688
　　　（AM10:00 ～）
http://www.freesia-f.com/

中国人女性と結婚しませんか！
なかなか縁談に恵まれない結婚願望のある男性に、日本人男性との結
婚を望む、中国人女性との国際結婚の仲介をしております。中国政府
発行の営業許可証を持った中国側事務所が面談し、全てをクリアされ
て来た方だけを紹介しております。お気軽にお電話ください。

有料広告

   お  知  ら  せ

「能登丼 2010～11」参加店募集

　奥能登ウェル
カムプロジェク
ト奥能登食彩紀
行「能登丼」の
参加店を募集し
ます。下記の参
加資格を満たし、「能登丼」の定義を
遵守できる店舗が対象です。

〈参加資格〉
①奥能登地域内にあること
②飲食店等の営業許可（食品衛生法第
　52 条）を受けていること
③「奥能登食彩紀行」参加店負担金（加
　入負担金 10,000円、のぼり旗貸付金
　1本につき1,500円）を納めること

〈提供期間〉平成 22 年 7 月 1 日㈭～

　　　　　　　　平成 23 年 6 月 30 日㈭

※期間限定で提供を行う場合も、必ず参

　加の申し込みをしてください。

〈遵守要件〉
①「能登丼」の定義を遵守し、提供。
②「おもてなし」の心を大切にし、何
　よりもお客さまに喜んでもらうこと
　を最優先に日々努力すること
③「能登丼」の提供を明示するブラン
　ドマーク（のぼり旗）を店頭掲示す
　ること
④以上の要件を 1 つでも満たさないと
　判断される行為などが発見された場
　合は、協議会が認定を取り消すこと
　について同意すること

〈申込締切〉4 月 16 日㈮

問奥能登ウェルカムプロジェクト推進
　協議会事務局　☎ 0768-26-2314

「そこに行きたくなる音」大募集

　奥能登の「そこに行きたくなる音」
を募集しています。豊かな自然や風
土、祭りや太鼓などの文化、そのほ
か生活の音などがテーマです。
　 採 用 作 品 は 動 画 共 有 サ イ ト

「YouTube」を通じて公開します。
〈応募締切〉第3 期：6 月30 日㈬

　　　　　  第4 期：9 月30 日㈭
〈応募特典〉採用された人から抽選で 5

人にデジタルフォトフレームを進呈
※応募に関しての詳しい内容などは

「うぇるかむ奥能登」ホームページ　
http://www.okunoto-ishikawa.net/
問奥能登ウェルカムプロジェクト推進
　協議会事務局　☎ 0768-26-2303

消費生活相談室からのお知らせ

　奥能登行政センター（能登空港ター
ミナルビル）に開設している「消費生
活相談室」が平成 22 年 4 月 1 日以降、
その業務主体が石川県から奥能登広域
圏事務組合に変更となります。
　相談窓口は従来どおりで、面談のほ
か電話による相談も行います。気軽に
ご利用ください。
問消費生活相談室　☎ 0768-26-2307
　奥能登広域圏事務組合
　☎ 0768-26-2314

  講  座・講  習

能登野菜を作ってみませんか？

　農業支援技能講習を開催します。受講

は無料です。

〈カリキュラム〉
 5 月 17 日㈪～ 10 月 28 日㈭までに全
10 回

〈会場〉柳田山村開発センター・シル
バー農園（能登青翔高校敷地内）

〈定員〉15 人

〈応募条件〉
　県内在住の 50 歳代後半から 60 歳
代前半までの人で、健康で就職意欲
があり、全日程受講できる人
※現在就職中の人は受講できません。
問㈳ 能登町シルバー人材センター
　☎ 76-2680

海洋ふれあいセンターへ行こう

いしかわ自然学校　海のまなび舎講座
「春の磯を見てみよう」

　春、海中では長く伸びた海藻が「海
中林」を作ります。そんな様子を観察
しながら磯を散策します。

〈日時〉4 月 24 日㈯  13:30 ～ 15:30
〈場所〉のと海洋ふれあいセンター
〈定員〉20 人（小学校以下の人は保護

者同伴でお願いします）
〈参加費〉無料（高校生以上は 200 円）

問のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919

地域づくり支援講座は受講無料

　能登空港ターミナルビル 4 階で、次
の講座を開催します。受講は無料で予
約も必要ありません。

「世界の農業と家族農業経営 ～アメリカの
コミュニティが支える農業（CSA）運動～」

〈日時〉4 月 23 日㈮ 18:20 ～ 19:50
〈講師〉村田  武氏（愛媛大学特命教授）

問能登里山マイスター能登学舎
　☎ 88-2568

  募　集

「平和を、仕事にする。」自衛官募集 

　防衛省では一般幹部候補生と一般曹
候補生を募集しています。

〈受付期限〉5 月 22 日㈯
〈試験場所〉金沢新神田合同庁舎

■一般幹部候補生
　〈試験日〉5 月 15 日㈯・16 日㈰
■一般遭候補生
　〈試験日〉５月 22 日㈯
問自衛隊石川地方協力本部能登地域事
　務所 ☎ 0768-52-4175

平成22年度国家公務員採用試験

　受験案内・受験申込書は郵便でも請求

できます。

　国家公務員Ⅰ種・Ⅱ種・Ⅲ種、国税専

門官、労働基準監督官、法務教官、航空

管制官、刑務官、入国警備官、皇宮護衛官、

航空保安大学校学生、海上保安学校学生

（特別）、海上保安学校学生、海上保安大

学校学生、気象大学校学生

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

問人事院中部事務局  ☎ 052-961-6838

国際ボランティアに参加しよう

　今、開発途上国ではさまざまな分野に

おいて、あなたの技術・知識・豊かな経

験が求められています。

〈募集期間〉4 月 1 日㈭～ 5 月 17 日㈪
　上記募集期間中、「体験談＆説明会」

を実施します。詳しい日程や応募方法
などについては、下記までお問い合わ
せください。　http://www.jica.go.jp

問 JICA 北陸  ☎ 076-233-5931

  相　談

能登法律相談センターの相談日 

〈4 月〉1 日、8 日、15 日、22 日（木曜日）
〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時ま

でに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎
　9 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■鵜川公民館
　19 日㈪ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘
　13 日㈫、27 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター
　9 日㈮ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　
　20 日㈫ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

家庭教育やＤＶで悩んでいたら 

能登町なんでも相談「カナリア」
相談電話番号☎ 76-2874

〈相談日時〉毎週火、木曜日
　　　　　  10:00 ～ 14:00
※祝日、年末年始、お盆時期は休み

◎運動の重点
  ○子どもと高齢者の交通事故防止
  ○シートベルトの全席着用とチャ
　  イルドシートの正しい着用
  ○自転車の安全利用
  ○飲酒運転の根絶

◎交通安全協会・警察からのお願い
  ○ドライバーは「早めのライト点
　　灯」に努めましょう
   ○歩行者は「反射タスキ」の携帯
　   と着用に努めましょう

　問能登警察署　☎ 62-1334

○家庭から出たゴミや不要になった
　ものを野外で焼却処分すると「野
　焼き」という犯罪になります。
○法令で定める構造基準を満たして
　いない焼却炉で燃やすことも違反
　となります。
○「野焼き」をすると 5 年以下の
　懲役または 1,000 万円以下の罰金
　になります。
※町指定の方法で処分しましょう。

問能登防犯協会　☎ 62-1334

「春の全国交通
　　　  安全運動」

4 月 6 日㈫～ 15 日㈭

～交通安全スローガン～
手を上げる 可愛い笑顔に
　　　　　　　　待つ笑顔
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～４月の番組案内～
時　分 月 火 水 木 金 土 日

　5：00

　6：00 みんないっしょにラジオ体操

　6：35 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土）

　7：00

　7：30 地域紹介番組・旅番組

　8：00 農政番組

　8：30 農林水産気象情報

　9：00 のびのびかんたんみんなで体操

　9：30 馬番組

  10：00 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土）

  10：30

  12：00 畜産番組 のとほっとらいん（金・土）

  12：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木）

  13：00 全国ｃａｔｖ北か
ら南から  14：30

  15：00 のびのびかんたんみんなで体操

  16：30 のとほっとらいん
再放送（1 週前）  17：00

  17：30 農林水産気象情報

  18：00

  18：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）  19：00

  19：30

  20：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）  21：00

  21：30

  22：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）  23：00

  23：30

  00：30 のとほっとらいん（月・火） のとほっとらいん（水・木） のとほっとらいん（金・土） のとほっとらいん
再放送（1 週前）　1：00

　2：00 放　送　終　了（翌 5：00 まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 空白の時間帯は文字放送が流れます

有線放送施設使用料

　今月の納期限 4 月 30 日㈮

こ せ き

の ま ど

2/15 ～ 3/14

人口（人） 21,339 － 51
男 10,042 － 24
女 11,297 － 27

世帯数（戸） 8,056 －　7

外国人登録者（人） 189
男 98
女 91

（前月比）
◉人口・世帯数 平成 22 年 3 月 1 日現在

個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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　3 月 9 日に放送されたＮＨ
Ｋ番組『プロフェッショナル
仕事の流儀』に農口尚彦杜氏
が特集された。番組後半、「プ
ロフェッショナルとは」とい
う問いに、農口さんは少し考
えてからこう答えた。
　「自分に厳しいこと。一言
で言えば。追求しようと思え
ば自分に厳しくないとね」
　日本酒の神様の言葉は、い
つも自分の胸に突き刺さる。
　広報担当も 6 年目を終え
た。手元にはこれまで手掛け
た 72 冊の広報紙がある。何
万回とシャッターを切った写
真がある。培った編集技術も
ある。手を抜くことは簡単
だ。それでもそれなりの広報
紙はできる。だがそれはプロ
フェッショナルではない。
　自分は広報のプロフェッ
ショナルといえるのか―。自
問自答しながら 7 年目に突入
する。
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今月のみどころ（特別番組）
平成 21 年度　町内中学校卒業式

　町内 5 つの中学校卒業式をお送りします。卒業生がさまざ
まな思いを胸に、卒業証書を受け取る模様をご覧ください。
　■能都中学校　3 月 31 日㈬～ 4 月 2 日㈮
　■鵜川中学校　4 月 2 日㈮～ 4 月４日㈰
　■柳田中学校　4 月 5 日㈪～ 4 月７日㈬
　■松波中学校　4 月 7 日㈬～ 4 月 9 日㈮
　■小木中学校　4 月 9 日㈮～ 4 月 11 日㈰

能登町祭り歳時記 2010 春
　町内で行われた春
の伝統行事をお送り
します。今回は、石
仏山祭り、鬼討ち祭
り、酒樽がえしなど
をお送りします。
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【入札結果】
2月16日～3月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

町道小木 58 号線　法面保護工事 小木 建設課 5,000,100 円 興信工業㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504


